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研究成果の概要（和文）： 
大阪府吹田市在住一般住民のランダムサンプルを対象とした健康調査において、歯科検診な

らびに咬合力、咀嚼能力測定を行い、これら口腔健康関連因子と生活習慣病の一つである糖尿

病（DM）ならびにその前段階である耐糖能障害（空腹時血糖異常：IFG、耐糖能異常：IGT）
との関連について横断的な検討を行った。また、17-18 年度の健診データに基づいて、歯数の

減少とメタボリックシンドローム（Mets）構成因子との関連について分析を加えた。その結果、

歯周病と咬合支持の減少は、IGT との間に関連があること、20 本を境とする歯数の減少は女性

において MetS 罹患のリスク因子となることが示された。以上の結果より、生活習慣病の発症

には、歯周病による慢性炎症だけではなく、歯の欠損による咀嚼能力低下が長期に及ぶことの

影響が存在する可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, cross sectional analysis on the relationship between the oral health 
related factors (including occlusal force and masticatory performance) and incidence of 
impaired glucose tolerance was performed in 1032 urban residents who participated 
the regular health check-up. After adjustment of confounding factors, it was found that 
periodontal disease and decrease of occlusal support had relationship with impaired 
glucose tolerance. Also cross sectional analysis on 3771 subjects revealed that having 
less than 19 teeth was the risk factor to be metabolic syndrome. These results 
suggested the possibility that decline of masticatory function caused by tooth loss as 
well as periodontal disease influence on the general health. 
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１．研究開始当初の背景 

齲蝕・歯周病に代表される口腔疾患の予防

と治療は、これまで健全な口腔機能の発達と

維持を目的としたものであったが、近年、口

腔疾患が全身の健康に及ぼすことが次第に

明らかとなり、慢性的な歯周病の罹患と動脈

硬化性疾患、DM、Mets との関係が指摘され

ている。また、予防対策によって高齢者の平

均歯数は増加しているものの、高齢者人口の

増加により、歯を喪失した高齢者の数が増加

している。歯の喪失と共に生じる咀嚼能力の

低下は、食習慣の変化をまねき、それが栄養

状態の変化を通じて生活習慣病の発症に影

響すると指摘されており、最終的には高齢者

の ADL の低下と健康寿命の短縮をまねく可

能性がある。しかしながら、住民を対象とし

た健診において、口腔健康を疾患レベル（齲

蝕､歯周病の状態）から歯の喪失による機能

障害レベル（咬合状態、咬合力、咀嚼能力､

唾液分泌）に至るまで包括的に調査し、生活

習慣病（DM、高脂血症、高血圧、高尿酸血

症など）との関連について分析した研究は見

られない。 
２．研究の目的 
（１）都市部在住一般住民における口腔健康

関連因子と、生活習慣病のひとつである DM
ならびにその前段階とされる耐糖能障害

（IFG、IGT）との関連について検討するこ

と。 
（２）都市部在住一般住民における歯数と

MetS 及びその構成因子との関連について検

討すること。 
 
３．研究の方法 
（１）平成 20 年 6 月から平成 22 年 6 月の期

間に、国立循環器病研究センターにおいて健

康診査、75g 糖負荷検査、生活習慣問診、口

腔内診査を受けた 50歳から 79歳までの大阪

府吹田市一般住民 1032 名（男性 446 名、女

性 586 名、平均年齢 66.3±8.0 歳）を対象と

し、研究に先立って国立循環器病センター倫

理委員会の承認を得た。 

対象者全員に前もって受診前 12 時間の絶

食を指示し、健診当日の朝、医師による全身

既往歴問診と静脈血採血を行った後、耐糖能

の診断のために 75g 経口ブドウ糖負荷試験

（a fasting 75-g oral glucose tolerance test、 
OGTT）を行い、空腹時血漿血糖値（fasting 
plasma glucose level、 FPG）と OGTT2 時

間後の血漿血糖値（two-hour post challenge 
plasma glucose level、 2HPG）をそれぞれ

測定した。現病歴と、FPG、2HPG、随時血

糖値の値から、FPG＜100mg/dl かつ 2HPG
＜140mg/dl を耐糖能正常群（正常群）とし、

FPG≧126mg/dl かつ 2HPG≧200mg/dl を

DM 群とした。正常群には、随時血糖値＜

100mg の者を含め、DM 群には随時血糖値

≧200 mg/dl の者と DM 治療中の者を含めた。

正常群と DM 群に該当しない者については、

100mg/dl≦FPG＜126mg/dl 未満かつ 2HPG
＜140mg/dl を空腹時血糖異常群（IFG 群）

とし、140mg/dl≦2HPG＜200mg/dl を耐糖

能異常群（IGT 群）とした。 
血圧測定にて収縮期血圧≧140mmHgまた

は拡張期血圧≧90mmHg、および高血圧症治

療中の者を「高血圧症既往あり」とした。ま

た、総コレステロール値≧220mg/dl の者お

よび脂質異常症治療中の者を「脂質異常症既

往あり」とした。生活習慣問診により、「毎

日飲酒する」と答えた者を「飲酒習慣あり」

とした。喫煙習慣についても同様に、「毎日

喫煙する」と答えた者を「喫煙習慣あり」と

した。 
口腔内診査は、仰臥位にて十分な明るさを

もつ照明下で行い、DMF 歯数、機能歯数（ブ

リッジのポンティック、インプラント支持に

よる補綴装置を含む）、咬合支持（Eichner
分類 ）、歯周病 の進行度 （ Community 
Periodontal Index、CPI）を評価した。また、

感圧シートによる咬合力測定、ならびに検査

用グミゼリーによる咀嚼能率（咬断片表面積

増加量）測定を行った。 
耐糖能 4 群間の差の検定は、共分散分析と

年齢調整を調整した Mantel-extension 検定



とを用いて解析した。耐糖能と口腔健康関連

項目との関係は、耐糖能に影響を及ぼすとさ

れる年齢、性別、飲酒、喫煙、高血圧症既往、

脂質異常症既往、腹囲を調整変量としたロジ

スティック回帰分析を用いて検討を行った。

統計学的有意水準は 5％とし、分析用ソフト

ウェアには PASW Statistics 18 を用いた。 
（２）平成 17 年 4 月から平成 18 年 3 月の期

間に、国立循環器病研究センターにおいて健

康診査を受けた 40歳から 96歳までの大阪府

吹田市一般住民 3771 名(男性 1690 名、女性

2081名、平均年齢 67.1±11.0歳)を対象とし、

研究に先立って国立循環器病センター倫理

委員会の承認を得た。 
①調査項目 

 MetS 関連因子としては、腹囲の測定の他

に、血液検査による High density lipoprotein 
cholesterol (HDLC)、中性脂肪、血糖値の

測定、収縮期血圧及び拡張期血圧の測定を行

った。質問票を用いて年齢、性別、歯数、喫

煙の有無、飲酒の有無、既往歴(高血圧、糖尿

病、高脂血症)を調査した。歯数の項目では、

「0 本」、「1-9 本」、「10-19 本」、「20 本以上」

の 4項目から、現在被験者自身の歯の本数が、

どの群に該当するかを記入させた。 
②MetS 診断基準 

 MetS の診断は、National Cholesterol 
Education Program/Adult Treatment Panel 
Ⅲに基づく国際統一基準に従った。血圧につ

いては、収縮期血圧で 130 mmHg 以上かつ/
もしくは拡張期血圧で 85 mmHg 以上の場合

異常高値(高血圧)とした。血糖値では、空腹

時血糖 100 mg/dl 以上を高血糖とした。血清

脂質異常については、HDLC で男性 40 mg/dl、
女性 50 mg/dl 未満かつ/もしくは中性脂肪で

150 mg/dl 以上の場合に異常値とした。腹囲

に関してのみ、欧米人と日本人とでは体格が

異なるため、アジアの診断基準である男性 90 
cm、女性 80 cm 以上を異常値とした。上記

の血圧、血糖値、HDLC、中性脂肪、腹囲の

5 項目の内 3 項目以上で異常値と判定された

場合 MetS と診断した。 
 

③分析 
全対象者を男女 2 群に分け、さらに 64 歳

までの中壮年層、65 歳～74 歳までの前期高

齢層、75 歳以上の後期高齢層の 3 群に分け、

全対象者と 8 つのサブグループ（男女別 2 群

ならびに男女年齢層別 6 群）において歯数と

MetS 及びその構成因子との関連性について

分析した。 
歯数(20 本以上・19 本以下)と MetS 及びそ

の構成因子との関連についてロジスティッ

ク回帰分析を行った。また、80 歳以上の高齢

者において、20 歯以上保有者(8020 達成者、

n=120)と 1～19 本保有者(n=375)及び無歯顎

者(n=107)の二群間で同様の分析を行った。

有意水準はいずれも 5%未満とした。 
 
４．研究成果 
（１）耐糖能 4 群間において、年齢、飲酒、

喫煙、高血圧既往、脂質異常症既往、腹囲に

有意な差がみとめられた（P<0.05）。口腔内

診査項目としては、4mm 以上の歯周ポケッ

ト（CPI コード 3 または 4）の有無と全咬合

支持域（Eichner A 群）の有無に有意な差が

認められた（P<0.01）。4mm 以上の歯周ポケ

ットの有無を従属変量、耐糖能 4 群を独立変

量とした多重ロジスティック回帰分析の結

果、IGT 群は、正常群と比較して、4mm 以

上の歯周ポケットを有するリスクが 1.43 倍

（95％信頼区間：1.00-2.05、P<0.05）であ

った（表１）。また、同様に、全咬合支持域

の有無を従属変量としたところ、IGT 群は、

正常群と比較して、咬合支持域が減少する

（Eichner B 群または C 群である）リスクが

1.46 倍（95％信頼区間：1.01-2.12、P<0.01）
となった（表２）。一方、IFG 群と DM 群に

おいては、歯周ポケットについても、咬合支

持についても、リスクが増加する傾向が見ら

れたが有意ではなかった。これらの結果より、

DM の予防の立場からも、その前段階である

IGT において口腔内の炎症だけではなく咬

合支持域の減少にも配慮する必要が示唆さ

れた。 
 



 

（２）我が国の都市部一般住民における 20
本を境とする歯数の減少は、年齢、飲酒・喫

煙歴、既往歴を調整しても、MetS 罹患のリ

スク因子となることが示された。 
また、この関連は、男女別に解析した場合

男性においては認められなかったため、性差

による影響が示唆された。さらに、女性のみ

で解析した場合も中壮年期、前期高齢期では

認められないこと、8020 達成者と比較した

場合、同年代の歯数 19 本以下の者や無歯顎

者において MetS 罹患リスクがさらに大きく

なることから、歯数と MetS 罹患との関連の

背景には、歯周病による慢性炎症だけではな

く、歯の欠損による咀嚼能力低下が長期に及

ぶことの影響が存在するものと考えられた。 
男性のみの解析において歯数の影響が見

られなかった理由として、ライフスタイルや

食習慣、生物学的関係などの違いの関与が考

えられる。欧米においては、男性にのみ、も

しくは男女両方において歯数が MetS 構成因

子のリスク因子となる傾向があり、口腔健康

と生活習慣病の関連における性差について

は、国・地域間の社会生活的因子の同異を考

慮する必要性が示唆された。 
本研究の限界として、横断的評価であり、

歯周病に関する評価が含まれていないこと

が挙げられるものの、中年期以降で歯数の減

少を防ぐことは、特に女性において、MetS
の概念に基づく動脈硬化性疾患の予防にお

いて貢献する可能性が示唆された。 
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